
 

あなたの技術・アイディアをビジネスに変える。 

扉を開けるのは、今。 

NEDO TCP 2017 説明会 

主催：日本総合研究所、共催：名古屋大学 学術研究・産学官連携推進本部 

 

日時：7 月 19 日（水） 13:00-15:40 

 （会場：名古屋大学 NIC 館１階 Idea Stoa /ＵＲＬ：http://www.aip.nagoya-u.ac.jp/center/） 

 

●NEDO Technology Commercialization Program (TCP) 2017 

技術を基に起業して事業を大きく拡大させたいと考えている起業家、起業家予備群、起業意識のある研究者

等を支援するためのプログラムです。 NEDO TCPウェブページ：http://nedo-tcp.jp/NEDO_TCP/ 

＜NEDO TCP 2017への参加メリット＞ 

1） 技術シーズの事業化に必要な知識が習得できる！（教育プログラム） 

2） 専門家によるビジネスプランの作成支援・メンタリングが無料で受けられる。 

3） 大企業やベンチャーキャピタルへのビジネスプラン発表、ネットワーキング、マッチング機会を提供。 

●未来 2018（ビジネスピッチコンテスト） 

日本総合研究所と三井住友銀行が主催する異業種連携の事業コンソーシアム「Incubation & Innovation 

Initiative（III：トリプルアイ）」が運営しているインキュベーション＆アクセラレーションプログラムで、

分野別優秀賞や IIIメンバーの企業賞を設定。 未来 2017ウェブサイト http://mirai.ventures/2017/ 

●名古屋大学・東海地区大学広域ベンチャーファンド 

日本ベンチャーキャピタルが運営している、名古屋大学、岐阜大学、豊橋技術科学大学、名古屋工業大学お

よび三重大学に由来するベンチャー企業に投資を行うベンチャーファンドで、大学の独自運営により研究の

育成を行うギャップファンド、研究者や学生のアントレプレナーシップ教育等を連動させることで、技術開

発と人材育成の両面から、将来の東海地区の産業振興を見据えています。 

●名古屋大学におけるイノベーション創出支援制度 

イノベーションプラットフォーム形成に向けた名古屋大学戦略のひとつである「ベンチャー創出スキーム」

では、優れた革新技術の社会実装を加速するため、ベンチャー企業の創出支援スキームを進化。名古屋大学・

東海地区大学広域ベンチャーファンドに加え、アントレプレナー教育（Tongali プロジェクト）を教育の課程

に組み込み、ギャップファンドを支援する他、特定基金「ベンチャー支援事業」の創設によるベンチャー企

業からの新株予約権の寄附促進等を通じて、ベンチャー企業の成功により大学の収益改善に貢献します。 

●中部電力 Accelerator Program（COE -声- Business factory 2017） 

「一歩先を行く総合エネルギー企業グループ」を目指す中部電力が、従来の枠にとどまらない広くお客さま

にご満足いただけるサービスの提供を通じ、地域・社会の発展に貢献するために開始したオープンイノベー

ションプロジェクトで、３つのテーマについて広くアイデアを募集します。 

 

http://www.aip.nagoya-u.ac.jp/center/
http://nedo-tcp.jp/NEDO_TCP/
http://mirai.ventures/2017/


 

【説明会スケジュール】 

  

時 間 分 内 容 

13:00～13:05 5 開会の挨拶 

13:05～13:15 10 
NEDO の研究開発型ベンチャー支援に関する取組みの紹介 

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 

13:15～13:35 20 
NEDO Technology Commercialization Program 2017 の説明 

株式会社日本総合研究所 

13:35～13:50 15 
未来 2018 の紹介 

株式会社日本総合研究所 

13:50～14:20 30 
名古屋大学・東海地区大学広域ベンチャーファンドの紹介 

日本ベンチャーキャピタル株式会社 

14:20～14:50 30 
名古屋大学におけるイノベーション創出支援制度の説明 

名古屋大学 学術研究・産学官連携推進本部 

14:50～15:35 45 
中部電力オープンイノベーションプロジェクトの紹介 

中部電力株式会社 

15:35～15:40 5 閉会の挨拶 

  


